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【災害時の避難】
先日、スマイルおぐの入居者さんが入院した

ので、見守りのため、ひと晩だけ付き添いまし

た。しかし、患者さんが眠っている間は、特に

何もすることがなく部屋に用意された簡易ベッ

ドで私も眠ってました。

ただ、夜中に看護師さんが何度も見回りに来

るので、そのたびに目が覚めてしまいました。

そのときに、震災などで避難した場合のこと

を考えました。

体育館などに避難したら、プライバシーなど

ほとんどありません。まれにダンボールや布で

間仕切りをしているところもあるようですが、

ほとんどは何の目隠しもないまま、床の上に布

団やマットを敷き、その上で休むようになって

います。プライバシーもへったくれもありませ

ん。

ただでさえ不安な状態なのに、プライバシー

がないと余計、眠れない人もいるでしょう。ま

た、着替えやトイレ、授乳をどうするか。特に

女性にとって大きなは悩みです。

私は鈍感なのか、比較的どこでも寝られるタ

イプで、事務所だって野宿だって平気です。

先日の知的障がい者支援事業所情報交換会で、

震災など緊急時の対応がテーマのひとつだった

そうです。「広場」で油井が、

スマイル入居者さんの場合、避

難所に移るのがいいのか疑問に

感じるというような趣旨のこと

を書いていました。

スマイルおぐにかぎりません

が、住んでいる場所が壊れた、

あるいは倒壊のおそれがある、

また浸水や土砂崩れ等の危険が

ある場合は、避難するしかありません。そうで

なければ、いま住んでいるところに留まること

になります。

取り組むべき課題は、避難しなければならな

いときに、どこにどのように避難するか、一時

的ではあれ、その避難所でどのような生活をす

るかです。

重い自閉症の人の場合、慣れない場所だと落

ち着きをなくし、そのため大きな声を出したり、

走り回ったりする人がいます。そうでなくても

ふだんから大きな声を上げたり、飛び跳ねて大

きな音を立てたりする人もいます。

そのような場合、ただでさえ疲れきっている

周りの人たちのことを考えると、一般の避難所

にはなかなか行かせられません。たとえアクロ

スあらかわやスクラムあらかわのような福祉避

難所だとしても、このような不安定になった自

閉症の人といっしょに寝泊りするのはしんどい

でしょう。お互い様だとは思っても、やはりイ

ライラしてしまうことでしょう。

また、車いすの人は使えるトイレがないとそ

こに留まることはできません。そういう意味で

は、避難所になる予定の学校等には、車いすの

人もつけるトイレが設置されていることが望ま

しいといえます。ところが設置

されているのは、新築の校舎な

どほんの一部です。

また、何より、避難所での介

護に携わる人をどう確保するか

も課題です。ふだん介護に関わ

っている人には、それぞれに被

災した家族がいて、ふだんのよ

うに仕事に就けるとはかぎりま
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せん。よその地域からの応援や地域のボランテ

ィアさんたちの手助けも必要なるでしょうが、

それで十分な人手を確保できるかどうかはわか

りません。

スマイルおぐやおぐのあかりの入居者さんは

車いす人も重い自閉症の人もいます。たとえい

つもより介護職員が不足していても、可能なか

ぎり、スマイルおぐで過ごした方が無難です。

加えて、福祉避難所にはなっていませんが、

外からの避難を受け入れることができるかも取

り組むべき課題です。受け入れるとして、どの

ような人を何人くらい、どのくらいの期間など

を、そのときに従事できる介護職員数と相談し

ながら考えることになります。

8年前の東日本大震災のときには、団地のエレ

ベーターが使えない、電車が通じていないなど

の理由で、2名の人をひと晩預かりました。

たとえ受け入れたとしても、1週間なら何と

か続けられても、2週間3週間となると、スタッ

フは疲れ切ってしまい体調を壊しかねません。

それにあわせて食料や毛布な備品をどこまで

用意するかも考えなければなりません。入居者

や職員分は当然として、外から避難してきた人

の分をすべて事業所で用意するのでは金銭的な

負担が大きすぎます。行政や社協との協力が欠

かせません。

その他、視覚障害、聴覚障害の人の情報伝達

をどうするか、人工透析している人や人工呼吸

器を使っている人はどうするか、ふだん飲んで

いる薬はどうするかなど、取り組むべき課題は

山のようにあります。

このようなことを病院で寝泊りしながら考え

ました。

**************************************************

【⾏動援護説明会】
すでにお知らせしたように、当事業所は今年 2月から「行動援護」を始め、すでに 3名の利用者さ

んに支給決定が出ています。この「行動援護」について、詳しく知りたいという声が行政にも寄せ

られているようです。そこで、早ければ5月下旬にも説明会を行う予定です（日程は決まり次第お知

らせいたします）。なお、行動援護については、この「Et Voila!」2月20日号（第6号）に簡単に触れ

ていますのでお読みください。（ホームページ http://afnet.ne.jp/http://afnet.ne.jp/http://afnet.ne.jp/http://afnet.ne.jp/ にも掲載されています）

**************************************************

グループホーム3号館開設に向けて 介護スタッフ大募集!!

正社員 月給：22万～３０万円以上

時給：1000円～1300円

1夜勤19,000円～（16：00～翌10：00）

社会保険完備 交通費（自転車を含む）支給

身体介護、家事援助、外出支援、通院支援、送迎

障害児タイムケア （障害のある子どもたちのお世話

と遊び相手）

グループホーム（早朝、日中、夜間、宿泊勤務）

土日出勤、夜勤のできる人、大歓迎
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